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膜構造建築物に係る定期点検のご案内

 一般社団法人日本膜構造協会では、従来より、膜構造建築物が長期にわたって適切に維

持管理され安全に利用できるよう、膜構造建築物の定期点検についてきまりを設けていま

す。以下にその概略をお示しし、該当する膜構造建築物が定期点検をスムーズに受けられ

るよう施設管理者のご理解をお願いいたします。 

１．定期点検の目的 

 膜構造建築物の定期点検は、膜材料及び架構状態を間近で点検することにより、補修や

膜の張替の要否及びその時期を管理者に報告し、適期の対処を促すことにより、安心して

利用していただくことを目的としています。 

２．定期点検制度の歴史 

 昭和 62 年に当協会の特定膜構造建築物技術基準(特膜基準)が建築基準法第 38 条に基づ

く大臣の認定をいただきました。特膜基準には膜構造建築物維持保全計画指針(維持保全指

針)が含まれており、それ以降、当協会は特膜基準の適切な運用に力を注ぐと共に、維持保

全指針に基づく定期点検を該当膜構造建築物の施設管理者にお願いしています。 

 建築基準法第 38 条は平成 12 年に削除されましたが、同条に基づき建築された物件は現

在も同条に適合して維持管理される必要があります。 

３．点検の種別と概要 

 点検は次の種類があり、施設管理者も実施していただく部分があります。 

点検の種類               点 検 の 内 容   実施者 

 日常点検

 定期点検

 臨時点検

日頃から変形の有無、膜体の破れ等を見て回る。 

1年目以降３年毎に膜構造部分等の劣化程度を点検する。 

台風や地震の後等に臨時に被害の有無､程度等を点検する。

施設管理者

定期点検者

定期点検者

４．定期点検の主な対象部位と項目 

 (対象部位)膜構造部全体､膜体・接合部､ケーブル・取付金具及びケーブル被覆材とし、

それぞれ更に詳細に分類している。 

 (点検項目)膜構造部の変形、膜面に発生したしわ、初期張力の低下、汚れ､カビ､変色､白

亜化､硬化､摩耗､ひび割れ､はがれ､破れ､水漏れ､サビ､空気漏れ､送風能力､緩

み､ガタツキその他 

５．｢定期点検者｣の登録 

 当協会では、膜構造建築物の定期点検を行う人の資質の維持向上を図るため、一定経験

を積んだ専門技術者を対象に講習を行い、考査を経て定期点検者を当協会に登録する制度

を設けています。 

平成 28 年 7 月現在で 114 名が登録しており、全国の定期点検業務に従事しています。 

なお、登録は 5年間有効であり、更新時には改めて講習を課しています。 
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６．定期点検を受託している会員 

 下記の当協会会員企業では、定期点検者を擁しており、定期点検の依頼に対応しており

ます。なお、当協会では、定期点検者に対し建築基準法第 12条に基づく特殊建築物等調査

資格者の資格も取得するよう要請しており、多くの会員企業が膜構造部分のみならず建築

物全体の定期調査・点検を受託できる体制を整えています。 

今泉テント株式会社 株式会社小川テック 

キムラ工業株式会社 協立工業株式会社 

株式会社京浜テック 株式会社サンエープロテント 

三研工業株式会社 株式会社ダイエープロジェクト 

太陽工業株式会社 高島株式会社 

TM トミオカ株式会社 株式会社ニッケーコー 

山口産業株式会社  

７．定期点検の実施に当たってのお願い 

 定期点検は、膜屋根に上って拡大鏡で膜の表面をチェックしたり、膜体を手で押して張

力の状態を確認したり、周辺の取り付け部品の痛み具合を調べたりしますので、事前に点

検計画を立てて調整するとともに、当日は命綱を付けて複数の点検者が作業することにな

ります。また作業は天候に左右されますので、余裕を持って上記会員にご相談下さるよう

お願いいたします。 

 なお、前述の特膜基準に適合して建築された膜構造建築物は、維持保全指針に基づき定

期点検を行い、その結果を当協会に報告していただくことになりますので、ご承知おき下

さい。 
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定期点検に係る事項概略フロー 

スタート 

事 前 調 査 

定期点検の実施 

特 定 膜 建 築 物 

   事 前 準 備 

膜体加工者への定期点検結

果の提出 

膜体加工者の協会への定期

点検結果の報告    

（定期点検報告書） 

定期点検報告書受理 

定期点検報告済証発行 

定期点検報告書の保管 

ＥＮＤ

＜協 会＞ 

＜膜体加工者＞ 

内容の確認 

＜協 会＞ 

＜協 会＞

経年：完成後１年、以後 3ヵ年毎 

⑤ 

定 期 点 検

結果の判断

＜協会・維持保全委員会＞ 

診断が必要

特に支障ない

コメント 

診     断

不具合等の提案

維持管理責任者

定期点検報告書写し


